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白
石
昌
也

︱
︱
ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
ゲ
ー
ト

東
西
経
済
回
廊

●
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
中
央
部
の
潜
在
的

な
大
動
脈

東
西
経
済
回
廊
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
中
央

部
を
貫
い
て
、
太
平
洋
側
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
か
ら

イ
ン
ド
洋
側
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
東
部
へ
と
至
る
、
総

延
長
一
四
五
〇
キ
ロ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
の
東
半
区
間
に
当
た
る
ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
の

陸
路
九
号
線
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年

一
二
月
に
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
（
ラ
オ
ス
）
＝
ム
ク

ダ
ー
ハ
ー
ン
（
タ
イ
）
間
の
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋

が
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ

ノ
イ
や
ダ
ナ
ン
と
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
を
結
ぶ
潜
在

的
な
大
動
脈
が
開
通
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
の

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

事
実
、
同
回
廊
で
は
複
数
の
経
済
区
が
構
想
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
沿
線
上
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は

世
界
文
化
遺
産
を
含
め
て
豊
か
な
観
光
資
源
が
あ

り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

現
時
点
に
お
い
て
は
、
未
だ
多
く
の
制
約
を
抱
え

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
同
回
廊

の
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
国
境
ゲ
ー
ト
地
帯
に
焦
点

を
絞
っ
て
、
そ
の
現
状
と
課
題
を
検
討
す
る
。

●
ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
ゲ
ー
ト

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
は
長
年
の
間
、
戦
乱
と
対
立

の
渦
中
に
置
か
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
国
境

地
帯
は
治
安
、
国
防
の
最
前
線
で
あ
り
、
戦
略
的

補
給
ル
ー
ト
の
要
衝
で
は
あ
っ
て
も
、
経
済
交
流

の
た
め
の
結
節
点
と
は
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

国
境
ゲ
ー
ト
は
し
ば
し
ば
閉
鎖
さ
れ
、
も
し
く
は

地
元
住
民
が
日
常
生
活
の
必
要
の
た
め
に
往
来
す

る
こ
と
が
細
々
と
黙
認
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
（
一
九
九
一
年
）

以
降
の
地
域
情
勢
の
安
定
化
、
そ
し
て
一
九
九
〇

年
代
半
ば
以
降
の
国
境
を
跨
ぐ
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
伴
っ
て
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
往
来
が
活
発
と

な
り
始
め
て
い
る
。
ラ
オ
ス
は
内
陸
国
で
あ
る
た

め
、
空
路
を
除
け
ば
、
両
国
間
の
連
絡
は
全
て
陸

路
に
頼
る
こ
と
と
な
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
は
二
〇
六
七
キ
ロ
の
国
境

線
を
共
有
し
て
お
り
、
そ
こ
に
全
部
で
七
ヶ
所
の

国
際
級
国
境
ゲ
ー
ト
が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
で

も
最
も
重
要
な
の
が
、
東
西
経
済
回
廊
上
の
ラ
オ

バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
ゲ
ー
ト
で
あ
る
。
国
道

九
号
線
の
東
の
起
点
ド
ン
ハ
ー
（
す
な
わ
ち
ベ
ト

ナ
ム
国
道
１
号
と
の
合
流
点
）
ま
で
約
八
〇
キ
ロ
、

ダ
ナ
ン
港
ま
で
は
二
六
〇
キ
ロ
、
ラ
オ
ス
と
タ
イ

の
国
境
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
＝
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
ま

で
は
二
四
〇
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
標
高
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
山
岳
部
に
位
置
す
る
。

最
近
の
統
計
資
料
（
表
１
）
を
見
る
と
、
ラ
オ

バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
間
の
越
境
貿
易
額
、
出
入
国

車
両
数
、
出
入
国
者
数
の
い
ず
れ
も
が
、
増
加
傾

向
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
ラ

オ
ス
領
九
号
線
に
お
け
る
最
後
の
工
事
区
間
で
改

良
・
拡
幅
が
完
了
し
た
こ
と
、
お
よ
び
二
〇
〇
六

年
一
二
月
に
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
が
竣
工
し
た
こ

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
弾
み
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
に
お
け
る
越
境
貿
易

の
主
要
品
目
に
関
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ラ
オ
ス

側
へ
の
輸
出
は
、
ニ
ン
ニ
ク
、
廉
価
な
衣
料
品
、

日
用
消
費
財
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
）
や
農

水
産
物
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ニ
ン
ニ
ク
の
大
半
、

そ
し
て
衣
料
品
の
一
部
は
、
ラ
オ
ス
か
ら
さ
ら
に

タ
イ
へ
と（
し
ば
し
ば
非
合
法
ル
ー
ト
を
通
じ
て
）

再
輸
出
さ
れ
る
。
ラ
オ
ス
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
輸

出
で
最
も
多
い
の
は
石
膏
、
つ
い
で
木
材
、
林
産

物
、
セ
ポ
ン
鉱
山
で
産
出
す
る
銅
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
、
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
を
経
て
ベ
ト
ナ

ム
に
輸
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
家
電
製
品
や
果

特　　集
表１　ラオバオ国境ゲートにおける輸出入、出入国車両、出入国者

輸出入額
（米ドル）

出入国車両
（台数）

出入国者
（延べ人数）

2002年 21,531,199 33,511 84,047

2003年 29,287,016 45,138 104,966

2004年 46,302,796 58,088 135,225

2005年 68,000,000 51,461 143,048

2006年 136,188,281 51,815 183,567

2007年 148,503,140 55,544 273,872
（出所） ラオバオ国境ゲート管理事務所資料（2008年9月）。
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た
が
、
そ
れ
も
政
情
が
平
穏
化
す
る
ま
で
の
臨
時

的
な
対
応
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
デ
モ
期
間
中
も

多
く
の
企
業
は
、
タ
イ
か
ら
の
貨
物
を
マ
レ
ー
シ

ア
の
港
に
運
び
、
そ
こ
か
ら
海
路
で
ベ
ト
ナ
ム
に

搬
送
し
た
。

現
時
点
で
は
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
中
間
に
位

置
す
る
ラ
オ
ス
で
ト
ラ
ッ
ク
荷
物
の
積
み
替
え
が

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
越
し
て
、
日
系
の
物
流

企
業
が
九
号
線
上
の
要
衝
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
に
進

出
し
、
ま
た
ラ
オ
ス
の
運
送
業
界
も
貨
物
中
継
業

務
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
大
動
脈
が
潜

在
性
を
開
花
さ
せ
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
少
々
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

●
ラ
オ
バ
オ
特
別
経
済・商
業
区

ラ
オ
バ
オ
と
デ
ン
サ
ワ
ン
に
特
別
な
経
済
区
を

設
け
る
構
想
は
、
両
国
の
長
年
に
わ
た
る
同
志
的

友
好
関
係
を
象
徴
す
る
事
業
と
し
て
、
党
・
政
府

間
で
一
九
九
二
年
頃
か
ら
協
議
さ
れ
始
め
、

一
九
九
〇
年
代
末
以
降
に
至
っ
て
具
体
化
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
側
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
八
年
一
一

月
の
首
相
決
定
二
一
九
号
に
よ
っ
て
「
ラ
オ
バ
オ

商
業
・
経
済
奨
励
・
発
展
地
域
」
の
設
立
が
認
可

さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
一
月
の
首
相
決
定

一
一
号
に
よ
っ
て
現
在
の
正
式
名
称
「
ラ
オ
バ
オ

特
別
経
済
・
商
業
区
」（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
に
改
め
ら

れ
た
。
経
済
区
の
開
発
と
運
営
は
、
央
政
府
直
轄

の
管
理
委
員
会
で
あ
っ
て
、
他
の
国
境
ゲ
ー
ト
経

済
区
が
省
人
民
委
員
会
（
地
方
政
府
）
の
管
轄
下

に
置
か
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
名
称

に
「
特
別
」
と
い
う
言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
ゆ

バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
の
国
境
ゲ
ー
ト
で
す
ら
、

二
〇
〇
八
年
秋
段
階
で
税
関
と
検
疫
の
共
同
検
査

の
試
験
的
実
施
の
段
階
に
あ
っ
て
、
税
関
、
検
疫

の
書
類
共
通
化
に
着
手
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
最

終
的
な
目
標
で
あ
る
、
出
入
国
手
続
き
を
含
め
た

シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
は
、

ま
だ
か
な
り
先
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
車
両

（
右
ハ
ン
ド
ル
）と
ベ
ト
ナ
ム
車
両（
左
ハ
ン
ド
ル
）

の
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
八
年
段

階
で
は
前
者
の
進
入
は
ラ
オ
バ
オ
国
境
経
済
区
ま

で
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
ダ
ナ
ン
港
（
東
西
経
済
回
廊

の
終
点
）
ま
で
の
乗
り
入
れ
が
実
現
し
た
も
の
の
、

ま
だ
ハ
ノ
イ
な
ど
他
の
都
市
へ
の
走
行
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
（
ベ
ト
ナ
ム
車
両
も
バ
ン
コ
ク
ま
で

は
進
入
で
き
な
い
）。

バ
ン
コ
ク
・
ハ
ノ
イ
間
の
陸
送
は
、
海
運
に
比

べ
て
所
要
時
間
が
短
く
、
ま
た
小
さ
な
数
量
で
も

随
時
搬
送
で
き
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
反
面
、

以
上
の
よ
う
な
制
度
的
条
件
の
ゆ
え
に
、
ま
だ
本

格
化
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
ハ
ノ
イ
方
面
へ
の
貨
物
は
あ
る
が
、
そ

の
逆
方
向
の
需
要
が
少
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
片

荷
問
題
が
、
陸
送
コ
ス
ト
を
割
高
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ハ
ノ
イ
と
バ
ン
コ
ク
の
そ
れ
ぞ

れ
に
生
産
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
に
し
て
も
、
東

西
回
廊
ル
ー
ト
の
活
用
に
は
ま
だ
慎
重
で
あ
る
。

確
か
に
、
二
〇
〇
八
年
末
以
来
タ
イ
で
反
政
府
デ

モ
が
高
揚
し
て
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
が
封
鎖
さ
れ
た

時
期
に
、
一
部
の
日
系
企
業
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
ハ

ノ
イ
ま
で
の
製
品
輸
送
を
ト
ラ
ッ
ク
に
切
り
替
え

物
ど
が
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
貿
易
会
社
の
ほ
と
ん
ど

は
、
タ
イ
製
品
を
ベ
ト
ナ
ム
に
中
継
す
る
業
務
に

従
事
し
て
い
る
。
果
物
な
ど
の
一
部
は
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
さ
ら
に
中
国
へ
と
再
輸
出
さ
れ
る
。

国
境
貿
易
に
は
、
正
規
の
輸
出
入
と
し
て
扱
わ

れ
る
「
正
額
貿
易
」
以
外
に
、「
小
額
貿
易
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
国
境
周
辺
住
民
の
日
常
的
な
要

求
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
定
金
額
以
内

で
あ
れ
ば
免
税
扱
い
と
な
る
。「
非
正
規
」
で
は

あ
る
が
「
非
合
法
」
で
は
な
い
。
ラ
オ
ス
人
よ
り

も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ほ
う
が
商
売
に
熱
心
で
長
け
て

お
り
、
デ
ン
サ
ワ
ン
側
に
設
け
ら
れ
た
国
境
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
も
、
そ
の
大
半
が
日
帰
り
で
越
境
し
て

来
る
ベ
ト
ナ
ム
の
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
。

ヒ
ト
の
出
入
国
に
つ
い
て
は
、（
第
三
国
人
を

含
め
た
）
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
る
ケ
ー
ス
と
（
近
隣

住
民
に
交
付
さ
れ
る
）
国
境
通
行
証
に
よ
る
ケ
ー

ス
と
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
国
境
身
分
証
明
書

に
よ
る
越
境
制
度
が
従
来
存
在
し
た
が
、
二
〇
〇
八

年
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第

三
国
人
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で

訪
れ
る
タ
イ
人
の
往
来
が
増
大
し
て
い
る
。

表
１
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
越
境
貿
易
額
お
よ
び

出
入
国
者
数
の
二
指
標
に
比
べ
る
と
、
車
両
通
過

数
の
伸
び
は
緩
や
か
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と

つ
は
、つ
ぎ
に
見
る
よ
う
な
制
度
上
の
制
約
に
あ
る
。

大
メ
コ
ン
圏（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）の
越
境
交
通
協
定（
Ｃ

Ｂ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
っ
て
、
国
境
ゲ
ー
ト
に
お
け
る
諸

手
続
き
の
簡
素
化
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
が
最
も
進
展
し
て
い
る
は
ず
の
ラ
オ

ベトナム側ラオバオ国境ラオス側デンサワン国境



15 ―アジ研ワールド・トレンド No.172（2010. 1）

●
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
貿
易・商
業
地
域

他
方
、
ラ
オ
ス
側
の
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
貿
易
・

商
業
地
域
（
Ｂ
Ｔ
Ｚ
）
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に

首
相
令
第
二
五
号
に
よ
っ
て
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。

経
済
区
の
範
囲
は
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
セ
ポ
ン
郡

の
一
四
ヵ
村
を
包
含
し
、
総
面
積
三
三
〇
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
住
民
数
は
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
国
道

九
号
線
の
デ
ン
サ
ワ
ン
第
一
国
境
ゲ
ー
ト
か
ら
バ

ン
ド
ン
の
第
二
国
境
ゲ
ー
ト
ま
で
二
〇
キ
ロ
の
沿

線
に
、
国
境
管
理
施
設
や
住
宅
・
商
業
区
域
、
工

業
区
域
な
ど
を
建
設
す
る
予
定
だ
が
、
そ
の
整
備

は
ま
だ
本
格
化
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
第
二
次

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
期
の
不
発
弾
も
残
存
し
て
い
る
。

し
か
も
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力
も
、

現
状
で
は
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
現
地
で

調
達
で
き
る
労
働
力
に
も
限
界
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
種
々
の
特
典
が
約
束
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
企
業
の
出
足
は
鈍
い
。
二
〇
〇
八
年

九
月
時
点
で
操
業
し
て
い
た
の
は
、
中
国
系
モ
ー

タ
ー
バ
イ
ク
・
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
工
場
一
件
の
み

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
ベ
ト
ナ
ム
系
と
ロ
シ

ア
系
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
工
場
、
そ
し
て
ベ
ト

ナ
ム
系
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
建
設
を
開

始
、
も
し
く
は
用
地
を
決
定
済
み
の
段
階
に
あ
っ

た
。
デ
ン
サ
ワ
ン
Ｂ
Ｔ
Ｚ
の
発
展
は
、
ラ
オ
バ
オ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
や
、
ラ
オ
ス
領
内
の
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経

済
区
よ
り
も
、
さ
ら
に
出
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

（
し
ら
い
し　

ま
さ
や
／
早
稲
田
大
学
大
学

院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
）

ま
た
外
国
人
で
も
住
宅
を
取
得
で
き
る
と
い
っ
た

特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
リ
ー
ス

料
も
破
格
の
安
さ
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
七
月
時
点
で
、
認
可
を
取
得
、
も

し
く
は
取
得
見
込
み
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
へ
の
直
接
投
資

案
件
は
五
二
件
（
操
業
中
二
七
件
）
で
あ
る
。
国

別
内
訳
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
系
企
業
が
四
四
件
（
操

業
中
二
四
件
）
と
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
以
外
に

タ
イ
系
三
件
（
二
件
）
と
中
国
系
五
件
（
一
件
）

が
あ
る
。
業
種
別
で
見
る
と
、
生
産
・
加
工
は
ベ

ト
ナ
ム
系
（
発
電
二
件
を
含
む
）
一
〇
件
、
タ
イ

系
三
件
、
中
国
系
二
件
の
合
計
一
五
件
で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
、
タ
イ
や
ラ
オ
ス
で
原
材
料
を
調
達

す
る
企
業
や
、
タ
イ
や
ラ
オ
ス
を
販
売
市
場
と
し

て
狙
う
企
業
で
あ
る
。

投
資
案
件
の
七
割
を
占
め
る
の
は
、商
業・サ
ー

ビ
ス
、
銀
行
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
輸
送
、

ガ
ソ
リ
ン
給
油
な
ど
で
あ
る
。
す
で
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
や
中
級
ホ
テ
ル
が
開
業
し
て
お

り
、将
来
的
に
、よ
り
大
規
模
な
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
プ
ラ
ザ
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ラ
オ
バ
オ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
っ

て
の
誘
因
は
、
東
西
経
済
回
廊
上
の
国
境
地
帯
に

立
地
す
る
こ
と
の
地
の
利
、
そ
し
て
そ
こ
で
認
め

ら
れ
る
特
典
、
特
権
に
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
に

関
し
て
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
や
自
由
貿
易
協
定
の
実
施

な
ど
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ

れ
て
い
く
趨
勢
に
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
は
、
付
加
的
な
魅
力
を
新
た
に
創
出
す

る
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。

え
ん
で
あ
る
。

国
境
ゲ
ー
ト
経
済
区
は
、（
幾
つ
か
の
）
行
政

単
位
の
領
域
全
体
が
範
囲
と
し
て
指
定
さ
れ
、
居

住
民
を
包
含
す
る
。
こ
の
点
で
、
工
業
団
地
や
輸

出
加
工
区
が
限
定
さ
れ
た
区
域
の
み
に
設
け
ら
れ
、

か
つ
そ
の
中
に
住
民
の
存
在
を
認
め
な
い
の
と
は
、

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ラ
オ
バ
オ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
場
合
に
は
、
ク
ア
ン
チ

省
フ
オ
ン
ホ
ア
県
に
所
属
す
る
二
つ
の
町
（
ラ
オ

バ
オ
と
ケ
サ
ィ
ン
）
な
ら
び
に
周
辺
の
五
つ
の
行

政
村
か
ら
構
成
さ
れ
、
総
面
積
一
万
五
八
〇
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
経
済
区
に
新
た
に
移
住
し
て

き
た
人
々
以
外
に
、
従
来
か
ら
農
業
や
林
業
に
従

事
し
て
い
た
住
民
約
五
万
人
（
そ
の
う
ち
少
数
民

族
は
五
〇
〇
〇
人
）
を
包
含
す
る
。
以
上
の
領
域

全
体
が
保
税
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
ラ
オ
ス
と
接
す
る
ラ
オ
バ
オ
に
第
一
国

境
ゲ
ー
ト
、
ベ
ト
ナ
ム
領
内
へ
の
進
入
口
の
ケ

サ
ィ
ン
に
第
二
国
境
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

両
者
間
の
距
離
は
二
五
キ
ロ
で
あ
る
。

同
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
は
国
境
管
理
施
設
と
関
連
施
設

（
保
税
倉
庫
、免
税
店
、駐
車
場
な
ど
）
の
ほ
か
に
、

商
工
業
区
域
や
観
光
区
域
な
ど
の
開
発
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
発
展
の
核
と
な
る
の
は
、

ラ
オ
バ
オ
国
境
ゲ
ー
ト
に
隣
接
す
る
工
業・商
業・

サ
ー
ビ
ス
区
域
（
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
っ

て
、
す
で
に
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
終
了
し
て

お
り
、
企
業
の
入
居
も
始
ま
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
入
居
す
る
企
業
に
は
、
通
常
の
工

業
団
地
以
上
に
税
制
上
の
特
典
が
付
与
さ
れ
、
さ

ら
に
外
国
か
ら
の
輸
入
車
両
を
免
税
で
保
有
で
き
、

ラオバオ工業・商業・サービス区域完成予想図




